
Dated of  2022/04/07
Forex Commodity

Close CHANGE Close CHANGE

USD/THB 33.59 0.04 GOLD 1,918.4      -4.5

JPY/THB 0.2713 -0.0001 WTI (Oil) 96.23         -5.73

USD/JPY 123.80 0.20 Copper 10,305.0    -150.0

EUR/THB 36.59 0.01

EUR/USD 1.0896 -0.0009 Stock

USD/CNH 6.359 -0.019 Close CHANGE

SGD/THB 24.69 0.02 SET (TH) 1,701.18    0.00

AUD/THB 25.22 -0.20 NIKKEI (JP) 27,350.30  -437.68

USD/INR 75.76 0.43 DOW (US) 34,496.51  -144.67

USD Index 99.60 0.13 S&P500 (US) 4,481.15    -43.97

SHCOMP (CN) 3,283.43    0.71

Bond DAX(GER) 14,151.69  -272.67

Close CHANGE

5Y (THB) 1.656 0.000 Fund Flow (Overseas Investors)

10Y (THB) 2.408 0.000 Close CHANGE

5Y (USD) 2.682 -0.014 Stock net flow 2,717         0.0

10Y (USD) 2.598 0.051 Bond net flow 475            0.0

*compared with previous day

 (Source: Bloomberg)
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Bangkok Dealer's Eye

Yesterday's market summary 

●ドルバーツ
5日のドルバーツは33バーツ半ばで取引開始。タイ3月CPIが前月に続いて更に上昇し、物価上昇による負の影響が懸念されてバーツ売りが強まるも、事前予想

でも高い伸びが予想されていたため上値は限定された。海外時間、FRB高官のタカ派発言を受けてドルバーツは上昇し、33.55レベルと同日高値圏で終えた。6
日はタイ祝日で流動性が低下する中、アジア時間は若干荒い動きとなったが前日終値近辺を中心に推移。海外時間は公表されたFOMC議事録が概ね予想通り
だったことで33.59と前日比小幅バーツ安で終えた。

●ドル円その他
5日のドル円は122円後半で取引開始。日銀の黒田総裁から円安牽制のような発言があり、122円半ばへ下げたが、欧州勢が参加してくるアジア時間終盤には
円売りが入り、122円半ばに戻した。海外時間、米経済指標への反応は限定的だったが、2人のFRB高官からタカ派発言があり、米金利上昇を受けて123円半ば

で引けた。6日は123円半ばで始まり、公示前から上昇して124円台を示現。しかし、同水準では売りに押されて123円後半で推移。海外時間は、FOMC議事録が
発表され、資産縮小に関する内容が確認されたが、一旦は想定通りという反応からかドル買いは伸びず、123円後半でクローズ。
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The report is prepared for the sole purpose of information only.It is not an invitaion to trade.The writer's view expressed herein would  not be substituted for the exercise of rational 
judgement by the recipients. 

THB
weak

THB
strong

米金利の逆イールド化が注目されています。特に注目度の高い2年金利と10年金利は、先週、2019年8月以来となる逆イールド化(2年金利＞10年金利)を実

現しました。過去、逆イールド化が生じた局面では、しばらくして米経済がリセッションに陥ったケースが多いことから、インフレ沈静化を急ぐFRBによる景気の

オーバーキル懸念が具現化したものとして捉えられています。もっともFRBが量的緩和の一環で大量の長期債を購入してきたため、通常の局面よりも長期金

利が低く抑えられていることが影響しており、今回はあてにならないという見解もあります。またFRB自身もより短期の金利差に注目しており、2年と10年の金

利差はさほど気に留めていないとされており、近い将来、実際にリセッションに陥るかどうかは意見が分かれるところです。一方、逆イールド化がこれまで急

速な上昇を示してきた米金利に一旦の達成感が生じることは十分考えられます。株価の下値不安も根強い中、米金利は長期を中心に徐々に落着きを取り

戻していくものと考えます。(池澤)


